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研究成果の概要（和文）：本研究では、統合失調症者に対する運動療法が病院内の治療プログラムにとどまるの
ではなく、生活機能の改善に向けた身体活動増進に焦点をた。また、統合失調症者に対する運動療法が早期退院
および地域生活への移行を含む包括的リハビリテーションに寄与するかどうかについて明らかにした。精神科リ
ハビリテーションの包括的アプローチには、制度の転換や診療報酬のあり方など、種々の課題の解決が必要であ
ることを考察した。

研究成果の概要（英文）：This research focused on physical activity promotion for schizophrenics to 
improve their life functioning, rather than limiting exercise therapy for schizophrenics to 
hospital-based treatment programmes. The study also sought to determine whether exercise therapy for
 people with schizophrenia contributes to comprehensive rehabilitation, including early discharge 
from hospital and transition to community. This research discussed the need to resolve various 
issues, such as systemic change and reimbursement, for a comprehensive approach to psychiatric 
rehabilitation.

研究分野：メンタルヘルス領域のリハビリテーション

キーワード： 精神科　運動療法　リハビリテーション　地域移行

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
精神科病院における入院患者の約半数が統合失調者である。統合失調症者の治療には薬物療法が第一選択肢とし
て処方されるが、生活機能に課題を抱えた入院患者が生活から切り離された治療を受けるのではなく、適切な支
援を受けながら地域生活を継続していくことが課題となる。本研究では、このような背景のもと、統合失調症者
の地域生活につながる包括的リハビリテーションのあり方に焦点を充てて研究を実施し、地域生活を継続して行
くための制度的課題、地域生活を見据えたリハビリテーションのあり方につついて検討した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

日本における統合失調症の治療は、精神症状に対する薬物療法が第一選択肢とされてお

り、生活機能の基盤となる身体への医学的対応については関心が低く、身体への治療的介入

を含めた適正な保健医療サービスおよび地域生活移行への取り組みが十分になされていな

い。これらの背景には、精神疾患である統合失調症の治療に身体的治療を取り入れる理論的

背景、あるいはその具体的治療法が日本国内では十分に確立していないことがあげられる。

日本の障害調整生命年（病気や障害によって失われた期間と早死により失われた期間の双

方を足した数値）は精神疾患が第１位であり、世界全体においても 15 歳から 44 歳の若年

期では精神疾患が 5位と報告されている（世界保健機関 2009 年）。また、日本における受

療中の精神疾患者は約 392 万人と増加傾向にあり、そのうち入院者数は約 29 万人と報告さ

れている（厚生労働省 2014 年）。精神疾患入院者のうち、1年以上の在院期間の入院者は

18 万 5 千人（64%）を超えると報告されており、長期在院が未解決の課題として残されてい

る。なかでも、入院患者の約 6割を占める統合失調症者に対する地域生活への移行を含めた

包括的なリハビリテーションプログラムの策定が日本の精神科医療における重要課題の１

つとされている（大熊 2008、林谷 2014、池淵 2016）。 

 近年、脳科学や認知神経科学の発達により、神経基盤を軸とした計算理論をはじめ脳内

身体表現に関する知見が集積され、統合失調症者の身体症状のメカニズムが解明されつつ

ある。これらの知見は、自己意識の形成に身体運動が重要な役割を果たしていることを示し

ている。統合失調症については、遺伝子、脳認知機能、神経伝達物質などの多くの側面から

研究が進められているが、精神科医療においては身体症状への関心は低い。統合失調症に対

する治療は、主に精神症状への対応に関心が向かってしまうため、身体に生じている問題に

関心が向きにくく、体力医学的取り組みにまで視野を広げるに至っていない。日本の精神科

医療では、体力低下や廃用症候群に対して運動療法を実施している例もあるが、体力医学的

側面から身体活動の増進を基軸とした生活機能改善および地域生活への移行に関する取り

組みはほとんどなされていない。 

ヨーロッパでは、1980 年代より精神疾患者を対象とした運動療法が積極的に実施され、心

身機能および生活習慣などを含む包括的リハビリテーションの成果が報告されている

（Vancampfort 2016、Skjaerven 2015）。なかでも、Basic Body Awareness Therapy（BBAT）

は、身体運動を通じて自己の主体的感覚と身体活動性を高める運動療法としてヨーロッパ

において広く実施されている運動療法である。本研究においては BBAT を精神科の臨床にそ

のまま実施するのではなく、日本の精神科医療およびリハビリテーションの現状、制度、文

化的背景など種々の要因を背景に、必要に応じて適応可能な修正を加えて実施する。本研究

は、体力医学的側面から生活機能の改善を図り、包括的リハビリテーションの構築を検討し

た。 

 

２．研究の目的 

本研究課題を達成するために、以下の項目について明らかにすることを目的とした。（1）

予備的研究として健常者を対象に縦断的介入研究を実施し、運動療法およびデータ収集・分

析の精度を上げる。（2）予備的研究から、臨床での研究計画を精緻化し、統合失調症者を対

象に縦断的介入研究を実施する。（3）得られた研究結果から運動療法の成果を含めた統合失



調症者に対する包括的リハビリテーションのあり方について検討する。（4）各年度に得られ

た研究成果について論文および学会発表、Web での情報公開、研究会などを通じた研究成果

報告を実施する。 

本研究は、体力医学的側面から生活機能の改善に向けた身体活動増進に焦点をあて、統合

失調症者に対する運動療法が早期退院および地域生活への移行を含む包括的リハビリテー

ションに寄与するかどうかについて明らかにすることを目的に調査を進めた。 

 

３．研究の方法 

本研究の第一段階として、健常者（特定の疾患で定期的に医療機関にかかっていない者）

を対象に予備的研究を実施し、運動療法の臨床応用について研究計画を精緻化した。統合失

調症の罹患率は 0.7～1.0%とされているが、生活への支障がなく統合失調症と診断されない

がその素因を持つあるいは発症リスクの高い人が健常者の中にある程度の割合で含まれて

いる（浅井 2011）。本研究では、精神症状評価尺度を用いて統合失調症型パーソナリティー

の高い者を研究対象にすることにより、統合失調症者を対象としたときに生じる病院内環

境による身体活動性の低さ、薬物の副作用、入院の影響などの特性を除外した検討が可能と

なり、運動療法の成果が高い精度で得られることが期待できると考えた。 

 

【評価尺度と手続き：事前検討】 

対象者の評価は、健常者を対象として A、B、C の検査を実施し、下位 25%にある統合失調

症傾向者に対して運動療法を実施した。 

A：精神症状・生活評価（①陰性陽性症状評価尺度、②自己感尺度、③SF-36） 

B：認知課題（①ストループテスト、②運動イメージ課題、③心的回転課題） 

C：運動課題（①６分間歩行試験、②身体活動量（睡眠含む）、③体力テスト） 

 

【運動療法の手続き：臨床検討】 

運動療法は、倫理的配慮のもと研究への参加了承が得られた対象者に申請者が１回 60 分、

週 2 回、8 週間、合計 16 回の運動療法（BBAT）を実施する。運動療法の期間完了時に、各

評価項目 A、B、Cおよび身体活動量について運動前後の各評価指標の値を統計学的解析によ

って分析し、統合失調症傾向のある者に対する運動療法の効果を検討した。 

運動療法は、これまでに BBAT の講習を受けた各研究協力施設の理学療法士が、1回 60 分、

1 週間に 2 回の頻度で 8 週間、合計 16 回実施する。本研究は、2 施設の精神科病院と連携

を取りながら研究を進めていった。ただし、臨床研究開始後の 2020 年からの臨床研究は、

コロナウイルス感染拡大のため中断し、その後は 2021 年まで研究機関を延長し、この期間

で得られたデータを解析した。 

 

【臨床研究後の検討：包括的リハビリテーションの検討】 

 

これまでえられた研究成果を基に、統合失調症者に対する身体運動の介入が生活機能の改

善および地域生活への移行にどのように寄与したか、また身体運動の介入を含んだ精神科

医療における包括的リハビリテーションのあり方について科学的根拠に基づいた視点から

検討した。また、単なる文献調査にとどまらず、協力施設の BBAT 実施者に対して半構造化

面接を実施し、どのような対象者に、どのように対応したのか、対象者がどのような反応を



示したのかなど、臨床におけるより効果的な運動療法介入のあり方について検討した。 

 

４．研究の成果 

臨床研究では、当初の予定通り

にデータを取得することが困難

であり、データが信頼性のある結

果を示すには十分ではないこと

が考えられた。しかしながら、可

能な範囲での解析と、その後の検

討において、研究成果を単なる文

献検討だけでなく、臨床施設にお

ける研究データと研究実施にお

ける治療者側からの立場を整理

し、どのような場面で どのよう

な対象者へ何がどのくらい必要

かという治療の質的な側面も同

時に検討した。その結果、臨床における治療のあり方とは別に、診療報酬など制度によって

対象者の入院後の生活が決定づけられるという結果が得られた。このような背景から、精神

科リハビリテーションの包括的アプローチには、制度の転換や診療 報酬のあり方など、治

療を支える背景について、また地域生活のあり方についてより大きな転換が必要であると

考えられる。 

統合失調症に対する自己感覚を回復することを目的に、BBATを実施した結果、右図のよ

うな感覚―知覚―認知と自己感のスキーマを作成した。これらは、精神科臨床における理学

療法士にとって基本的に事項ではあるものの、改めて理学療法士が精神疾患に治療として

かかわる根拠を示す資料になることが確認された。このチャートでは、永続的自己は、過去

から未来にわたり一貫して存在する自己である。エピソード記憶・自伝的記憶を基礎とする。

一方で、一時的自己は自己主体感、自己所有感、自己存在感の 3つから構成され、それぞれ

身体の感覚である外受容感覚（自分の外界から得られる感覚情報）、固有感覚（身体の各部

位の位置と運動方向に関する感覚情報）、内受容感覚（生体内部の生理的働きに関する感覚

情報）が重要な要素となることを示している。 

統合失調症者が地域生活並行する際に重要な点が３つ抽出された。１つ目は、統合失調症

者の廃用症候群（運動量低下）・高齢化・フレイル、生活習慣病などに関する心身機能、２

つ目は、精神疾患に表出される身体症状（合併症）、３つ目は、薬物療法による副作用の三

点である。それぞれ、理学療法の視点から、動きの低下につながる要因になるとの結論を得

た。 

これらの観点から、動きを変えていく理学療法士に求められることは、メンタルヘルスに
変調がある人の中には、身体や動きを自身の動きとして感じることが困難になる感覚を持
つ人がいることが知られ、自身が自分自身でない感覚として表現することがあることを理
学療法士が知ること。このような際には、自己意識の低下が認められることがあり、自己意
識の改善には、自己と環境を確からしい予測で構築するためのアウェアネスを高めるため
の身体の感覚入力を研ぎ澄ますことが重要となる。そのためには、身体の感覚である外受容
感覚、内受容感覚、固有感覚を手かがりに、自己存在感、自己所有感、自己主体感を高めて



いくことがメンタルヘルス領域における理学療法介入の重要な視点となることを基本にお
くことが重要となることが明らかになった。 
自己存在感、自己主体感、自己所有感の 3つの感覚は、身体および動きのアウェアネスで
ある一時的自己を形成し、それらが永続的自己を更新して、自己意識を形成していると考え
られていることから、自身がいかなる状態であり、いかなる環境へ作用しているのかを知る
ことは、自己の在り方を知る上で重要な手掛かりとなることも重要な知見である。永続的自
己を更新もしくは刷新し、自己意識を改善することは、自己と環境の構築を確からしい状態
にし、動きの質を改善する重要な鍵となる。 
本科研事業においては、これらの研究成果を４論文、５学会（２つは 2022 年度に発表予
定）、１著書（2022 年４月発行予定）にて発表し、、それらの成果が得られた。 
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